
Ⅲ 事例研究のまとめ 

１．完全学校週５日制に対する保護者の意識について 

 

（３）学校による保護者への啓発活動 

 

 【 事例３の特色 】  

 

 高根沢町立東小学校では、児童昇降口に生涯学習コーナーを設け、児童に週５日制に関係した情報を提供するとともに、保

護者向けに毎月「生涯学習だより（もちのき通信）」を発行することによって、５日制の趣旨の理解を促し、子どもたちを進

んで様々な体験活動に参加させるように呼びかけている。このことにより、情報等もスムーズに各家庭に伝わるようになり、

家族みんなで参加しようとする気運も高まっている。                         

 

 《事例３》 

事業名 （市町村） 生涯学習コーナー、生涯学習だよりの発行 （高根沢町） 

事業主体（実施機関） 高根沢町立東小学校  

【事業（施設）の概要及び特色】 

 

１．目的 

   町や生涯学習関連施設より提供される、完全学校週５日制に対応したプログラムを、わかりや

すく児童に提供する。また、保護者に対しても、生涯学習の立場から、体験活動の大切さなどを呼びか

ける。 

 

２．概要及び特色 

   東西の児童昇降口に生涯学習コーナー（もちのきコーナー）を設置し、町や生涯学習関連施設よ

り送られてくるパンフレットを、分類しておく。また、生涯学習に関係する情報を掲示し、啓発に努め

ている。 

   生涯学習だより（もちのき通信）を毎月発行し、完全学校週５日制に対応したプログラムに積極

的に児童を参加させるように、保護者に呼びかけている。また、 

  様々な生涯学習関連の情報を提供し、啓発に努めている。 

 

３．取り組みによる効果 

 ・ 児童が参加したい活動を自分たちで探しそのパンフレットを持っていくことにより、積極的に

参加する児童が増えた。 

 ・ 生涯学習だよりの発行により、スムーズに情報が家庭に伝わるようになった。また、学区内で行

われるものに関しては、クローズアップして取り上げることができるので、家族で参加しようとする

意識が高まった。 

 ・ 生涯学習に対する関心が高まった。 

 

４．今後の課題 

 ・ 生涯学習コーナー（もちのきコーナー）に関しては、児童が自分たちで必要な情報を探しやすい

ように工夫していく必要がある。 

 ・ 生涯学習だより（もちのき通信）に関しては、学校教育に対する学校支援ボランティアの活動を

支援する情報を取り入れたり、地域に発信したりして、地域、家庭、学校の連携のための情報誌として

発展させたい。  



 

  参考《 ５日制対応のプログラム情報を提供する「もちのき通信」 》 

 

 


